
可
２
■
ｂ
Ｄ
Ｂ
、
ｑ
ｑ
ｑ
ノ
ｐ
Ｄ
』
Ｐ
、
ｑ
ｑ
ｑ
ｆ
Ｐ
Ｅ
ｒ
ｌ
『
ｑ
ｑ
７
か
Ｐ
ｂ
Ｔ
ｌ
『
ｑ
ｑ
ｒ
ｂ
ｂ

申
請
に
つ
い
て
一

敬
老
年
金
の

一

、
柵
八
卜
流
歳
に
な
る
と
、
年
額

三
千
六
百
円
の
敬
老
年
金
か
支
給

さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
年
金
は
、
本
人
壱

か
ら
叩
諦
が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ
｝

華
錘
岫
睡
窪
加
稚
御
鮒
唖
鐸
紳
嘩
一

画
一

一
一

’

’
１
１

匹
二
二
二
・

■
二
二
』
届剛妻I刑’＝＝’

発行.lij嫌ﾘ,↓金木IIIJ役助 細蛎企阿串

昭
和
山
十
五
年
度
の
金
木
町
一
般
会

紺
對
初
予
算
か
決
ま
り
ま
し
た
。
や
卯

総
和
は
叫
偲
一
千
六
万
兀
下
円
で
．
Ⅲ

年
度
当
初
予
算
に
く
ら
べ
る
と
五
千
、

ｂ
十
七
万
八
千
円
の
剛
、
雌
終
彩
算
に

く
ら
べ
る
と
門
千
ユ
面
二
十
・
万
九
千

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

捗
陳
の
縦
ご
と
の
金
額
は
別
炎
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
歳
川
の
張
な
も
の

を
紹
介
す
る
と
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

》
総
務
費
一
防
災
行
政
無
線
投
樅
幽
抓

金
五
十
三
万
九
千
円
、
金
木
炳
院
組
合

負
担
金
四
百
八
十
万
円
、
庁
稗
姐
梨
凹

（
第
年
択
支
払
分
）
六
千
七
汀
卜
・
二

万
円

｝
民
生
費
一
老
人
ク
ラ
ブ
袖
助
百
脚
ｉ

五
万
円
、
糀
薄
児
施
設
負
拙
金
四
十
万

七
千
円
、
季
節
保
有
所
出
三
十
一
万
八

千
円

一
衛
生
費
一
予
防
費
百
七
十
八
万
九
千

円
、
妊
唯
州
及
び
乳
児
の
ミ
ル
ク
、
腹

瞳
諜
弘
ｘ
貢
又
↓
《
画
一
帳
豈
、
■
｜
、
づ
《
〉
・
浬
災
“

一
殻
会
計
予
算
決
ま
る
〆
三

年
々

、

、
‐
艮
戸
●
ｎ
口
四
》
｜
、
国
９
．
応
、
‐
，
‐
、
１
１
１
列
型

‐
；
“
如
皿
一
日
、
｝
、
一
・
手
魁
｝
‐
１
１
、
、
、
．
、
‐
里
一
・
通
、
｝
一
一
、
Ｌ
一

総
額
四
億
一
千
六
万
五
千
円
》

、
日

手
午

・
刀
口
￥

日款 ｜金額 |栂成比
千円

76‘226

6,218

209,162

181

5，196

7，876

38，414

16．363

1，547

626

8．156

40，100

410．065

町 税

自動車 取禅税
交付金

地方交付税

交 付安全対策
特別交付金

分担金及負担金

使用料及手数料

国庫支出金

県支出 金

財産収入

寄付金

諸収入

町(L ' i

計

18．58

1．52

１
４
７
２

０
０
２
９

Ｇ
■
■
●

１
０
１
１

５

７
９
８

３
９
３

９
３
０

国
県
財
寄
諸
町

柵
補
叫
金
バ
ー
バ
″
川
千
円
、
山
北
五

術
碓
処
艸
細
合
負
扣
金
三
何
れ
十
一
万

八
千
円
、
ｋ
収
辿
投
樅
捌
介
甜
六
十
四

万
Ｎ

》
農
林
水
産
業
費
・
金
木
川
上
地
改
良

区
助
成
・
・
、
凡
卜
万
円
、
股
業
共
済
組

合
合
併
助
成
、
″
円
、
乾
燥
機
補
凹
・

筒
五
十
万
円
、
農
業
櫛
造
改
沸
邪
業
脅

七
百
：
↑
ト
ー
″
川
下
円
、
回
士
捌
代
耶

業
脅
二
両
Ⅷ
卜
八
刀
円

一
商
工
費
一
間
正
会
補
助
八
卜
刀
川
、

偏
川
保
祉
協
会
川
賢
金
五
両
刀
Ⅲ
、
観

光
馴
堆
鋤
間
皿
卜
万
Ⅲ
、
職
業
訓
練
所

剛
築
費
汽
十
″
川

・
土
木
費
道
路
維
狩
賀
三
百
二
十
五

万
一
・
・
千
円
、
道
路
新
没
改
良
間
一
千
川

面
川
十
一
〃
じ
千
円
、
町
営
住
宅
建
投

曲
二
千
三
両
九
卜
六
万
六
千
円
（
鋤
一

繩
十
二
》
川
、
第
二
繩
十
四
川
）

一
消
防
費
《
小
岫
助
力
ポ
ン
プ
附
人
謝

五
卜
三
刀
川
、
防
火
貯
水
椚
新
投
費
六

'0．15

９
８
９
７

１
９
００１

■■

(歳出）

額|榊成比｜金款
ｌ
■
〃
恥議会賀

総務費
民 生費

術 生賀

労鋤黄
農林水産業凹

商工費

土 木甜

消防甜

教 青間

災害復II1IM
公｛LIiZM

諸支1卜'1金

予備醤

計

ｑ
Ｊ
Ｒ
Ｕ
長
Ｊ
区
Ｊ
ｑ
Ｊ
７
Ｉ
ｎ
Ｕ
１
ｎ
４
７
Ｉ
７
Ｉ
ｎ
Ｕ
ワ
Ｌ
ｑ
Ｊ

４
０
ｎ
Ｕ
貝
Ｊ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
甸
竺
州
斗
‐
ｌ
Ｑ
Ｊ
７
１
Ｑ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
ｎ
り
員
Ｊ

■
６
■
●
■
■
■
■
●
■
■
■
ｐ
●

３
５
８
２
０
９
２
４
３
３
０
５
０
０

３
１
１

９
４
３
５
８
６
２
２
３
８
６
１
１
７

４
５
４
１
２
０
４
７
１
６
６
５
８
７

０
７
０
４
１
０
２
８
６
４
５
９
７
１

．
０
７
９
９
９
Ｇ
Ｆ
■
甲
ｅ
Ｄ
９

Ｊ
４
Ｉ
へ
Ｉ
Ｊ
Ｆ
「
〕
（
×
〕
Ｑ
Ｕ
（
Ⅱ
）
７
Ｉ
ｑ
Ｊ
戸
《
Ｕ
ｑ
Ｊ
ハ
ノ
ム
ハ
く
Ｊ
ｎ
４

１
１
４
斗
ｑ
Ｊ
ｑ
Ｊ
１
Ｉ
Ｒ
Ｊ
１
Ｉ
戸
【
〕
ワ
進
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争
心
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Ｔ
凸
守
争
凸
■
■
ワ
◆
◆
？
＆
９
Ｆ
や
。
●
且
■
Ｔ
◆
守
り

す缶

’
’
’
’
’
１
，
‐
，
０
１
口
■
Ｉ
‐
‐
‘
４
‐
”
Ⅱ
！
‐
Ｆ
１
‐
‐
１
１
も
。
●
０
１
▼
◆
＃
且
Ｊ
１
３
Ｔ
ａ
７
８
１
削
り
ｉ
仲
Ｉ
ｒ
ｐ
Ｄ
Ｉ
皿
旧
７
申
や
１
０
９
８
０
凸
■
■
ｒ
や
ｔ
巳
一
■
勺
哨
心
咽
ｌ
１
１
Ｉ
岫
却
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410,0651100

◇
こ
ん
な
柵
が
、
今
年
の
一
川
、
川
Ⅲ

新
川
に
刀
っ
て
い
ま
し
た
。
沖
繩
の
あ

る
尚
校
で
「
；
・
べ
ん
統
け
て
避
刻
し
た

ら
逆
虻
ち
さ
せ
る
：
：
：
」
と
先
生
が
、
耐

っ
た
ら
、
逆
畝
ち
の
練
料
を
は
じ
め
た

女
雌
從
か
い
た
そ
う
で
す
。
水
水
て
ん

例
だ
と
、
こ
の
又
蹴
は
紬
ん
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
髄
ん
で
ふ
き
だ
し
た
か

た
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

◇
今
Ｈ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
六
川

Ｉ
Ⅱ
〃
時
の
肥
念
川
″
で
す
。
こ
の
川

は
、
今
か
ら
約
千
三
両
年
削
、
天
糾
天

皇
の
十
年
（
六
七
一
年
）
川
月
二
十
江

Ⅱ
、
初
め
て
柵
刻
（
水
時
帥
）
を
使
い
時

を
知
ら
せ
た
と
い
う
占
珊
に
ち
な
ん
だ

も
の
で
、
そ
の
日
を
生
活
改
苫
同
州
会

の
発
意
に
よ
り
、
太
陽
雁
に
応
し
、
大

服
九
年
に
定
め
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

◇
時
の
記
念
Ｈ
は
、
実
施
さ
れ
て
か
ら

も
う
五
十
年
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
、
津
梶

時
間
が
あ
る
よ
う
で
す
。

一

ｊ
ｌ
ｆ
Ｌ
Ｊ
屯
８
Ｊ
■
Ｊ
ｇ
Ｆ
７
Ｐ
０
Ⅲ
■
ｆ
ｊ
■
も
ｎ
Ｋ
贋
け
Ｌ
〃
々
も
β
、
ｆ
ザ
ｂ
ｒ
ｂ
ｒ
，
》

山火事は、まさかと思うゆだんから
イjワr1..．fI1iみI】､どI可』鼎

北五地区山火瓶防止対籏協脱会
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鋪
五
十
五
Ｍ
金
木
町
縦
会
定
例
会
は

五
川
八
側
招
雛
さ
れ
、
Ｍ
和
叫
十
近
年

庇
一
般
会
紺
予
算
な
ど
六
縦
案
を
叫
決

し
十
一
日
閉
会
し
ま
し
た
。

呵
決
さ
れ
た
縦
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
す
。

①
昭
和
閥
十
派
年
一
般
会
紺
予
卵
の
件

（
一
面
に
紹
介
の
と
お
り
）

②
昭
和
四
十
五
年
度
国
比
健
服
保
険
将

【
提
案
理
由
説
明
の
三
上
町
長
】
灯
三
十
八
刀
四
千
円

特
別
職
の
報
酬
引
き
上
げ

な
ど
を
決
め
る

燕
延
恋鞭リ

1 J ■

ﾉ.

、､
局､ご
lf

f，、

別
会
紺
（
訓
龍
勘
定
）
予
卵
の
件
（
予

範
総
額
一
侭
エ
千
四
百
二
十
疵
万
九
千

円
）

③
昭
和
叫
十
圧
年
度
叫
腿
雌
峡
保
険
時

別
会
紺
（
肛
診
勘
定
）
予
卯
の
件
（
予

卵
総
額
七
百
三
十
八
万
一
千
円
）

④
将
別
職
の
職
凸
給
与
に
側
す
る
条
例

巾
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
件
（
町
艮

月
額
現
行
十
一
万
円
を
十
三
万
円
、
肋

鐙驚
役
九
万
円
を
十
万
円

収
入
役
八
万
円
を
九

万
円
、
間
定
賛
派
評

価
口
六
″
円
を
七
万

円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
）

⑤
金
木
町
報
酬
及
び

曲
川
井
伯
に
関
す
る

条
例
叩
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
件
（
淡

蛙
月
額
現
行
二
万
三

千
円
を
二
〃
八
千
円

刑
縦
瞠
・
・
″
一
千
円

を
・
一
万
六
千
円
、
瀬

山
・
一
万
川
を
・
・
刀
兀

千
円
、
脚
比
他
服
保

険
迎
桝
委
凸
会
委
側

良
年
額
三
千
円
を
川

千
円
、
委
凶
二
千
円

を
三
千
円
に
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
）

、
専
決
処
分
報
告
の

件
（
昭
和
川
十
川
年

庇
一
般
公
紺
補
正
予

算
総
額
叫
偲
五
千
二
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昭
和
四
十
五
年
の

行
政
協
力
委
員

１
．
１
１

、、一、

1,;『助『1，郎|IVEI林;--fllltlll新||忠一一利忠'二||郎||_l･.:-･:勝女l1内巾iil
士川ｲﾉﾄ郎町#喜il5('l'繋捉ll珊勝冷lll｢造断!'ilMII小i嘉i栄坂l41ilf膝lll

姉鵬緋尉IWIM"'i:1ﾘ柵I蝋柵|瀬蕊燃職
双今llXllllli'i;-杉鍛lllllll成中ll"lllllll1l''･･…』III係のllll:
難蝕ド今l1__呉外(llLilll榊補新lllllタケ八町定下平一ド谷二墾野-111リ川勝滕
lllj盛杣健'二［郎洲ﾔ!l･金lll1.)):(減水僻雄il雄派ノ|:小秀椎II道ll之枝
ll*f派滕兄兄と|IIII1I､職水llli,/:11(栗h:束野典|:ll'l'jiLII
今川町〃j上岬IIII川爪木l･｣11!!!IIXI111II1I､.lllﾉLIIIIi郎町I,jllll'jfi'l谷坂
典端I1_l_:'|リ)IIRfllll村鍛鎌'lj磯町ll抓新鎌郎llll地義II1川敏下水
J<IIIJTfl.柏大||IJII兀下淌倫||IIIIJIIIM(!〃町lll秋中II)llll｢1:MI｝兼雄滕千

Ⅱ川木幡ド仰村イi'l!-･lll1MI､-ll沢lllllji#'l!元小海木II太枝代
111ガル町滕派ﾉﾉ降繁イ{l'l郎llll'21'l沢llll:H-卜汕七派文架蝋_1｣ﾉ：脹郎林llk
川之ll人立吠lf水沢町lll!減造IY{谷立太崎!'i久谷下竹郎

蹴
1,11『if』IIII

II1IIⅡUlIIl

I

写

(2）



１
１
Ｊ

ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩｉｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ

地
織
捌
代
と
は
「
同
化
の
Ⅲ
光
及
び

利
用
の
問
度
化
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
地

鯆
を
明
碓
に
す
る
た
め
、
刷
土
の
実
態

を
科
学
的
に
総
合
的
に
洲
在
す
る
」
こ

と
を
Ⅱ
的
と
し
て
、
昭
和
一
十
六
年
に

制
定
さ
れ
た
「
国
土
調
從
法
」
に
雄
づ

く
螂
業
の
一
つ
で
、
一
飛
一
稲
の
土
地

に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
将
、
地
僻
、
地

川
の
洲
在
を
行
な
い
、
境
界
お
よ
び
伽

械
の
測
岐
を
し
て
、
そ
の
結
果
を
地
図

と
薄
冊
（
土
地
台
帳
）
に
ま
と
め
る
仕

邪
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
現
征
の
地
賭
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と
、

役
聯
あ
る
い
は
篭
記
所
に
あ
る
土
地
台

限
と
字
切
間
（
あ
ざ
き
、
す
）
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
明
治
時
代
の
中
噸
に
税
金
を
と
り

た
て
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
残

念
な
が
ら
不
正
確
で
本
来
の
役
剖
を
十

分
果
し
て
い
な
い
尖
補
で
す
。
判
時
の

測
岫
技
術
の
幼
稚
さ
と
時
代
の
移
り
変

わ
り
の
た
め
、
現
状
と
は
全
く
合
わ
な

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
境
界
紛
争
の

も
と
と
な
っ
て
い
る
例
も
数
多
く
兄
ら

れ
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
で
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
進
ん
だ
測
吐
技
術
で
皆
さ

ん
の
大
切
な
土
地
を
測
岻
し
、
現
状
に

あ
っ
た
正
確
な
地
図
や
台
帳
を
つ
く
る

の
が
地
餅
捌
在
で
す
。

金
木
町
で
は
、
今
年
か
ら
八
カ
年
計

画
で
国
有
林
を
除
く
五
千
三
百
七
十
九

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
鰯
を
棚
行
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
予
算
百
九
十
二
万
門
で

金
木
町
の
地
籍
調
査

今
年
か
ら
八
ヵ
年
計
画
で

派
瀬
墾
椎
野
と
駒
制
の
水
川
三
面
汽
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
洲
介
し
ま
す
↑
〕

洲
代
に
要
す
る
継
甜
の
十
二
分
の
十

一
は
補
助
金
で
、
も
ち
ろ
ん
、
醤
さ
ん

の
負
扣
金
は
あ
り
ま
せ
ん
Ｕ

こ
の
捌
在
は
、
一
狼
ご
と
に
平
板
測

欣
を
行
な
う
わ
け
で
す
か
、
測
趾
の
も

と
に
な
る
の
は
、
一
飛
地
洲
在
と
い
っ

て
、
一
縦
ご
と
に
、
飛
界
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
杭
を
打
つ
仕
邪
か
あ
り
ま

す
。
こ
の
仕
邪
は
、
役
賜
の
担
当
者
か

関
係
者
の
立
会
い
の
も
と
に
行
な
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
洲
在
の
関
係
者
に
対
し
て

は
、
今
後
、
チ
ラ
シ
、
説
明
会
群
で
、

地
鯖
洲
在
の
内
容
を
く
わ
し
く
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

五
月
十
六
日
午
加
九
時

《
云

役
助
朋
を
出
発
し
て
私
た

修
ち
六
土
名
は
一
路
盤

研
谷
間
贈
映
立
青
年
の
家

一
加
へ
剛
か
い
ま
し
た
。

ダ
参
中
蛙
訓
挫
幣
壺
嬬
辨
姉

一
が
十
名
が
五
ホ
ー
ム
・
ル
ー

ム
を
細
成
し
、
金
木
町
に

創
名
お
け
る
地
域
子
ど
も
会
を

も
刷
允
火
す
る
た
め
に
ジ
ュ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
知

ど
微
と
技
能
の
習
得
を
は
か

子
り
、
中
心
リ
ー
ダ
ー
の
益

成
に
よ
り
附
時
活
動
か
実

践
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
た
め
に
、
二

泊
三
日
の
研
修
会
を
開
始
し
た
の
は
午

前
十
一
時
半
で
し
た
。 I

佗
川
祉
数
主
聯
の
一
時
間
に
及
ぶ
生

活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
子
ど
も

た
ち
も
垢
導
ｕ
も
汁
年
仙
家
の
生
活
の

き
び
し
さ
に
不
安
と
側
と
を
わ
き
た
た

せ
、
研
修
串
は
緊
恨
噛
が
あ
ふ
れ
ま
し

た
。

そ
れ
か
ら
・
・
・
Ⅲ
間
、
柳
八
時
か
ら
便

八
時
ま
で
、
ぎ
っ
し
り
組
ま
れ
た
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
べ
て
凡
分
削
行
動
で

牙
令
も
ベ
ル
も
強
制
も
な
い
牛
活
の
中

で
休
職
し
た
わ
け
で
す
か
、
参
卯
し
た

子
ど
も
た
ち
は
、
粂
口
か
幽
任
を
分
扣

し
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
す
す
ん
で

サ
ー
ビ
ス
し
て
火
に
よ
く
剛
張
Ⅲ
ま
し

た
。

始
め
は
命
中
と
附
中
、
Ｗ
生
從
と
女

生
徒
の
川
爪
関
係
に
批
抗
も
あ
っ
た
よ

う
で
し
た
か
、
二
Ⅱ
Ｈ
の
夜
の
行
珊
、

う
で
し
た
か
、
二
Ⅱ

キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ

ス
の
頃
に
は
、
私
た

ち
は
み
ん
な
仲
間
だ

友
達
だ
、
い
や
兄
弟

だ
、
力
を
合
わ
せ
て

協
力
し
よ
う
。
一
本

の
小
さ
な
ロ
ー
ソ
ク

の
火
も
集
ま
れ
ば
、

こ
ん
な
に
明
る
く
な

る
の
だ
。
私
は
金
木

に
陥
っ
た
ら
一
本
の

ロ
ー
ソ
ク
の
火
に
な

ろ
う
と
体
を
通
し
て

感
じ
た
よ
う
で
す
。

又
、
金
木
の
町
で
は

私
た
ち
の
た
め
に
沢

山
の
お
金
を
川
し
て

こ
の
研
修
会
を
持
っ

て
く
れ
た
の
だ
か
ら

町
に
陥
っ
た
ら
子
ど

も
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
大
い
に
働
き
、

二
傭
に
も
三
併
に
も

し
て
町
に
お
返
し
し

よ
う
と
緬
し
合
っ
て

【
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
の
ひ
と
と
き
】

い
た
子
供
た
ち
も
あ
り
ま
し
た
ｃ

肛
月
十
八
Ⅱ
午
後
二
時
、
予
定
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
り
全
国
か
、
：
．
Ⅱ

間
、
允
突
し
た
碓
活
体
験
に
よ
る
枇
足

感
と
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
剛
．
伽
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
、
吋
年
の
家
隆
谷
川
伽

長
の
励
ま
し
と
お
ほ
め
の
．
耐
紫
を
い
た

だ
い
て
、
予
定
通
り
午
後
四
時
半
、
金

木
に
到
赫
、
役
聯
川
で
研
修
成
果
を
確

認
し
合
い
、
家
庭
で
、
学
校
で
、
子
ど

も
会
で
こ
の
体
敬
を
生
か
す
こ
と
を
約

束
し
て
解
散
し
ま
’
た
。

以
上
Ⅲ
巾
で
す
か
、
町
趾
加
特
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
、
合
せ
て
子
ど
も
会
行

成
に
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

分
水
教
委
川
巾
祉
教
主
邪

〈
保
険
料
額
〉
は

こ
れ
ま
で
・
・
千
五
才
を
境
に
し
て
、
Ⅲ

二
五
○
円
と
三
○
○
円
の
二
種
類
に
Ⅸ
Ⅲ

別
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
七
川
か
ら
年
州

齢
に
関
係
な
く
灸
部
の
人
か
州
五
○
円
岬

に
な
り
ま
す
。

七
月
以
降
の
保
険
料
を
納
め
る
と
き
岬

は
、
納
め
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に
お
Ｍ

願
い
し
ま
す
。

〈
年
金
額
〉
は

△
巷
歳
年
金
は
月
肛
、
○
○
○
円
か
ら

八
、
○
○
○
円
に
（
・
一
十
九
年
間
保

険
料
を
納
め
た
と
き
）

△
障
密
年
金
か
川
侃
、
○
○
○
円
か
ら

八
、
○
○
○
Ｎ
に
（
耐
い
肺
害
は
月

六
、
○
○
○
川
か
ら
一
○
、
○
○
○

円
に
）

△
鰍
子
（
準
趾
子
）
年
金
は
、
月
四
、

六
○
○
円
か
ら
じ
、
六
○
○
円
に

△
遺
児
年
金
は
月
一
・
、
丘
○
○
円
か
ら

七
、
六
○
○
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
年
金
額
の
引
き
上
げ
は
、
現
征

す
で
に
受
給
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
も

Ⅲ
き
し
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
八
月
の

支
払
分
か
ら
琳
額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま

た
、
年
金
額
の
引
き
上
げ
と
同
時

に
保
険
料
額
も
改
訂
さ
れ
ま
す
。

七
月
か
ら
保
険
料
も

七
Ｈ
か
ら
年
金
棚
お
よ
び
保
険
料
額

か
次
の
よ
う
に
改
雌
に
な
り
ま
す
。

蕊
額
引
き
上
げ
る
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【写真＝清掃中の木村さん】

雪
消防署へ昇格の屯所完成

広域消防めざして、｜昨年、役場新庁

輪

！
‘ノノ典でみるとおり、りっぱな雌物で

すが、この屯所は、将来、消防科とし

て使川するための条{!':が術わっており，

木造モルクル途装の21箭雌てのもの。

1階は、I@l励巾ポンプのjlilili!、皿{!i.

室待機室、2附は、リ1筋篭3、仮眠室

で、総面榔ま264Wj"80坪）あり、

そのほか職員が奉仕しての池を造るな

ど、しぶい趣きのある消防科となりそ

うです。

●
閣
宜
膿
～
一
回
副
１
副
●
１
１
■
■
「
１
１
１

Ｉ

■マー声

を
が
た
ぎ
米
、
顛
碑
、
茄
肋
村
。

り
人
け
じ
、
村
年
茄
魂
で
、
当
木
す

識
挫
唾
勃
蔀
唾
岬
伽
式
継
饒
北
側
唾
ほ

ん
に
蛙
却
却
杢
睦
剛
施
梍
識
筈
嘩
湖
岬
天

さ
り
黙
ひ
Ｊ
ョ
て
鍛
削
欠
観
し
て
て
を
な

村
く
、
、
す
ピ
せ
卜
年
も
瀬
を
し
れ
り
に

木
づ
で
な
で
、
ざ
瀬
６
Ｈ
沸
除
を
さ
取
定

函
緬
州
擢
》
郵
剖
畔
碓
州
帆
岬
搾
郵
郵
》

７
机
噸
証
。
必
雌
詳
吐
帳
畦
蕊
岬
恥
助
唾
蝉

き
瀬
い
す
こ
の
眼
の
し
ら
窟
の
町
落
、
を

一

洲
て
ま
・
Ｉ
Ⅷ
し
こ
〃
か
幡
近
棚
部
は
ん

し
い
ら
を
八
作
八
附
征
瀬
で
さ

鯛
聴
慧
卦
匪
謝
腿
叺
震

一
一
一
一
垂
一
一
尾
唾
《
》
《
一
一
一
一
一
一
札
茂
場
。
、
ゆ
し
也
詳
て
も
、
収
あ
世
態
一

再
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
役
場
川
納
宗
、
税
務
裸

沸
瀬
支
所
、
稗
良
巾
支
所
で
も
取
り
扱

っ
て
い
ま
す
ｃ

（
誠
）
旺
式
の
名
称
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
金
木
町
折
疋
金
融
機
関

腎
森
銀
打
金
木
支
店

②
金
木
町
収
納
代
剛
金
融
槻
側
、

弘
川
州
派
銀
行
金
木
文
勝

派
帷
砺
川
金
脈
金
木
文
峅

口鳶五
月
届
出
分

ご
誕
生

☆
乃
側
武
勝
（
政
美
歴
叫
）
特
松
川

☆
踵
略
淌
子
（
進
踵
女
）
本
川

☆
秋
元
将
鬼
（
金
川
隆
側
）
刺
Ｈ
町

☆
白
川
千
栄
ｆ
（
照
川
２
女
）
沢
部

☆
陳
川
賢
吋
（
茄
戚
踵
Ⅷ
）
符
松
町

☆
外
崎
幣
収
（
忠
２
Ｗ
）
災
肪
町

☆
川
村
傭
枇
（
投
雄
踵
叫
）
術
野
町

☆
肘
川
旺
人
（
地
災
叫
）
沢
部

☆
〃
川
千
帆
（
栄
及
女
）
荷
松
川

☆
臼
川
秀
作
（
満
郎
２
Ⅶ
）
柳
川
川

☆
正
滕
光
叫
（
抑
聿
郎
２
棚
）
藤
枝

☆
洩
利
勝
岬
（
勝
錐
瞠
Ⅶ
）
湯
の
川

☆
藤
井
収
弧
行
（
慨
蛙
女
）
打
松
川

☆
奥
坂
良
成
（
繁
半
災
叫
｝
神
川
町

☆
近
村
正
人
（
服
義
睡
叫
）
冊
利
町

☆
野
悔
早
附
（
没
災
女
）
米
川

☆
川
中
伽
（
敬
僻
２
女
）
新
耐
川

☆
Ｌ
滕
八
爪
子
（
武
雄
腱
女
）
沢
部

☆
川
例
谷
み
ち
よ
（
脈
・
・
良
女
）
小
川
川

☆
野
桝
興
雌
丈
徳
↑
・
３
女
）
パ
野
川

☆
外
崎
英
川
棚
（
陸
奥
雄
長
女
）
満
松
川

☆
佐
野
勝
山
（
勝
踵
Ⅶ
）
時
川

☆
荒
関
泰
子
（
孝
一
２
女
）
川
道
町

☆
占
峪
美
保
子
（
鉄
沿
長
女
）
下
昭
和
町

☆
古
崎
裕
起
（
一
派
長
叫
）
ｋ
昭
和
町

☆
杉
山
側
ｆ
（
栄
和
睦
女
）
巾
杣
木

口
家
庭
に
お
ら
れ
る

看
護
婦
さ
ん
へ

行
捜
州
や
準
行
捜
州
か
足
り
な
く
て

こ
ま
っ
て
い
る
の
で
、
媒
庁
で
は
｛
打

浅
桁
朽
で
家
庇
に
お
ら
れ
る
〃
は
、
次

の
と
こ
ろ
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
金
木
町
役

場
民
生
課
に
問
い
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い

郵
便
艇
料
の
ハ
ガ
キ
か
あ
り
ま
す
。

☆
股
元
脈
（
雄
逸
艇
叫
）
ｔ
古
町

☆
叶
崎
栄
利
子
（
流
２
女
）
冷
水

☆
什
崎
肺
化
（
鉄
郎
災
女
）
上
Ｍ
利
町

☆
小
野
知
雄
子
（
旺
弘
隆
女
）
下
派
立

☆
斎
藤
純
子
（
雌
－
２
食
）
下
鍛
治
町

☆
小
僻
尚
化
（
按
継
２
Ⅶ
）
下
派
立

☆
：
・
止
触
ｆ
（
倣
英
２
女
）
ド
派
虹

☆
木
村
文
俊
（
行
雄
踵
叫
）
巾
軸
木

☆
川
巾
柳
川
（
川
仏
腿
艸
）
巾
町

☆
小
野
正
範
（
服
文
災
艸
）
ド
派
立

☆
今
大
介
（
悦
生
艮
州
）
耐
水
町

☆
火
怖
一
範
（
脈
心
３
Ⅷ
）
下
派
虻

☆
水
川
利
架
子
（
Ｍ
↑
及
女
）
來
洲
兄
町

☆
桑
川
久
濾
子
（
昭
犬
腿
女
）
双
雌
町

☆
伊
丸
岡
忍
（
義
旺
長
叫
）
川
端
川

☆
柳
″
鉄
代
（
油
一
艮
女
）
野
崎

☆
古
川
博
英
（
満
犬
艮
Ⅶ
）
下
川

☆
保
坂
智
恵
子
（
保
．
２
女
）
川
淵
兇
町

お
悔
み

★
外
崎
篤
択
郎
（
六
丘
）
沢
拙

★
小
川
内
み
や
（
七
八
）
↑
一
・
粁
町

★
川
脇
茂
作
（
じ
じ
）
下
派
虻

★
川
叩
価
（
六
・
荷
松
川

★
伊
雌
か
ね
（
六
八
）
ｔ
小
栗
崎

★
秋
元
元
八
（
七
几
）
化
小
蝿
崎

★
典
川
盟
勝
（
孔
・
）
川
、

★
樅
川
要
助
（
八
凡
）
林
町

★
工
藤
保
雄
（
し
．
）
ｋ
朏
和
川

★
雌
野
フ
、
、
、
（
・
・
万
）
双
紫
川

★
鎌
川
八
ナ
（
六
・
・
）
止
小
蟠
崎

★
小
松
艮
芙
（
：
：
・
・
）
新
城
町

★
隆
利
ヤ
ヘ
（
川
し
）
新
揃
町

★
桜
庇
源
内
（
六
二
）
史
生
部
蒋

(4）

－


